
1. はじめに

1.1 背景

　2019年末から世界に感染拡大した新型コロナウイルス

感染症（以下：COVID-19）により，各大学においては

2020年度前期の授業開始時より感染防止を目的とした授

業実施方法の大幅な変更を余儀なくされた．2020年4月1

日時点での国内の感染者数は2,178人，愛知県内では176

人となっており1)，通常の対面形式での授業実施が難し

い局面に差し掛かっていた．

　4月からの新学期開始に先んじて，文部科学省より大

学等における授業実施方針が打ち出され，通常の対面形

式に変えて遠隔での授業実施やレポート等による学習活

動を活用した授業実施の弾力的な取り扱いが可能である

ことが示された2)．これに伴い，名古屋文理大学におい

ても，急遽2020年度前期の開講時期を4月6日（月）より

一週間遅らせ，第1回目の4月13日（月）から第7回目の6

月3日（水）までの計7回分の授業について，学習管理シ

ステム（以下：LMS）「WebClass」を中心とした，オン

ラインでの遠隔授業実施が各教員に要請された． 

1.2 オンラインでの授業実施形態

　2020年度以前において，オンラインを活用した授業形

態として「ブレンド型授業（ブレンディッドラーニング，

ブレンド型学習）」や「反転授業」が挙げられる．

　ブレンド型授業は，元は伝統的な教室における学習と

e ラーニングとを結びつける語として用いられてきたが，

近年においてはオンラインとオフライン，個人学習と協

調学習といったように，複数の学習形態や媒体を組み合

わせた授業形態を示す語として用いられつつある3)．ま

た反転授業は2000年代にアメリカで誕生した授業実施方

法の一形態であり，近年大学においても採り入れられつ

つある．従来の授業内容を予習としてオンライン学習を

おこない，対面学習の場を個別指導や応用演習に当てる
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ことで教育活動の付加価値を上げる利点がある4)．

　オンライン授業実施に際し，上記方法の活用も検討さ

れたが，これら授業形態は基本的に対面授業を前提とし

ているため，対面授業を実施しないオンライン授業にお

いて，これまで先行研究で明らかにされてきた十分な学

習効果が得られるとは限らない．本学情報メディア学科

においてはプログラミングを扱う授業が多く，また実際

に国内の大学においては反転授業を取り入れたプログラ

ミング授業も実施されているが，授業直前の動画視聴が

多く，授業実施者が想定した事前学習が十分に達成でき

ていないことが報告されている5)．

　プログラミング系科目において完全オンラインでの反

転授業を実施するにあたり，通常の対面授業時のように

机間巡視による課題進捗をリアルタイムで確認すること

が困難であることから，学生の自宅における個人学習を

促すための適切な教材設計が必要であると考えられる．

1.3 目的

　本研究の目的は，プログラミング系科目にオンライン

型反転授業を導入することで，講義動画・ライブ配信に

よる授業形態が学生の個人学習にどのような影響を与え

るかを明らかにすることである．

　まず学生の受講環境を事前アンケートで明らかにす

る．アンケートの結果を踏まえ，遠隔授業において iPad

を活用したプログラミングの個人学習を促すため，講義

動画・ライブ配信の設計をおこなう．設計された動画を

用いた授業実践方法と遠隔授業後の受講生アンケートの

結果を踏まえ，使用した動画を用いて受講生がどのよう

に個人学習に活用していたかを明らかにする．

2. 授業設計

　本章においては，2020年度前期において筆者が担当し

ている授業「Web プログラミング」におけるオンライ

ン型反転授業の授業設計ならびに使用する講義動画の設

計・撮影方法，ライブ配信方法について述べる．

　「Web プログラミング」は情報メディア学科2年前期

に開講される情報メディア学科情報システムコースの専

門科目であり，HTML5，CSS3，JavaScript といった現

代の Web ページ制作において用いられる言語の記述方

法と役割について，実際の Web ページ制作作業を通し

理解を深めていく授業内容となっている．

2.1 学生受講環境の予備調査

　「Web プログラミング」の配当年次は2年前期となっ

ているが，対象の情報システムコース2年生の他，3年生

や4年生も受講する．また受講生が確定するのは授業開

始後のため，授業開始後に受講環境調査を実施し，授業

実施形態を変更することは，授業運営に多大な負担がか

かることが予想された．そのためオンライン授業設計に

際し，前期授業開始前に情報メディア学科学生を対象と

した受講環境アンケートを実施した．アンケートは2020

年4月10日（金）から4月12日（日）まで，Google フォー

ム上にて実施した．またアンケート実施にあたり本学契

約の学生ポータル「UNIVERSAL PASSPORT」の掲示機

能を用い，ポータル上での掲示ならびにメールで学生に

案内した．

2.2 受講環境調査結果

　アンケート回答者数は309名であり，4月10日時点での

情報メディア学部情報メディア学科所属学生（473名）

ならびに前身の情報文化学部情報メディア学科所属学生

（1名）の計474名の内65.2% の学生が回答した．内訳と

しては，1年生が124名中85名（68.5%），2年生が126名

中86名（68.2%），3年生が110名中70名（63.6%），4年生

が113名中68名（60.2%）となっている．

　質問1「オンライン授業を受講する際に使用予定の通

信環境について，当てはまるものを以下の選択肢から1

つ選んでください」については，「光ファイバーやケー

ブルテレビなどの高速回線」が309名中196名（63.4%）

と最も多く，次に「モバイルWi-Fiルータ（WiMAX，ポケッ

ト Wi-Fi など）」が72名（23.3%），「携帯会社契約のみ（4G, 

LTE）」（3.2%）という結果であった（表1）．

　ほぼ全ての学生が自宅にインターネット環境を整備で

きている一方，携帯電話会社の4G や LTE といった通信

回線のみという学生も各学年1～3名程度いることから，

大容量のデータ通信を必要とする授業実施には注意が求

められる．しかしながら，遠隔授業期間においても本

表1　学生の通信環境

光回線
CATV

モバイル
Wi-Fi

携帯 
回線

その他 不明

1年生
（N=85）

57 15 3 0 10

2年生
（N=86）

54 18 3 0 11

3年生
（N=70）

48 16 1 1 4

4年生
（N=68）

37 23 3 1 4

全体
（N=309）

196 72 10 2 29
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学稲沢キャンパスの情報実習室が使用可能であること，

また，後述の通り WebClass において講義動画にて使用

する授業資料を全て PDF 形式にて閲覧可能な形で配信

し，動画が視聴できない場合の代替措置としてメールや

WebClass のメッセージ機能を併用することで学生への

個別指導が可能であることから，動画を使用した授業実

施には問題がないと判断した．

　質問2「自分の PC 環境について，当てはまるものを

以下の選択肢から1つ選んでください」について，「自分

の PC（ノート PC ／デスクトップ PC）がある」と答え

た学生は全体で175名（56.6%）となり，半数近くの学

生が自身で自由に使用できる PC を保有していることが

明らかとなった（表2）．「自分の PC はないが，家に家

族共有の PC がある」と答えた学生も79名（25.6%）おり，

先の自己 PC 所有者と合計すると，8割近い学生が自宅

に PC を保有していることが判明した．

　一方で，自宅に PC がないと答えた学生も51名（16.5%）

いることや，共有 PC が自宅にあると答えた学生におい

ても，アンケートの自由記述において「PC は家族共有

のもので親が仕事で使ったりするので満足に使えるかど

うか不安（特に時間を指定されたりすると困る）」「PC

が貧弱で Zoom 等を展開しながら作業が行えるか不安」

といった意見が寄せられた．このことから，スペックや

利用可能状況が学生によって異なる自宅 PC を使用した

授業実施は困難であると考え，後述の iPad とプログラ

ミング用アプリを使用した授業実施への切り替えを検討

した．

2.3 使用アプリケーションの選定

　例年対面授業においては情報実習室においてWindows 

PC を用い，Visual Studio Code を用いた HTML, CSS, 

JavaScript のコーディング実習を実施していたが，先述

の授業開始前のアンケート結果より，自宅に PC を保有

していない学生が複数名いたこと，ならびに全学生に

iPad が配布され，所持していることを考慮し，iPad を

使用したコーディング実習に切り替えた．コーディング

用アプリの選定をするにあたり，1）受講時にアプリ購

入やアプリ内課金といった追加費用を必要としないこ

と，2）HTML，CSS，JavaScript といった Web コーディ

ングに必要な言語の記述を一つのアプリ内で完結させ

られることの2点を基準として選定を実施し，最終的に

「JavaScript Anywhere（以下：JS Anywhere）」を使用す

ることとした（図1）．

　iOS/iPad OS 向けに開発された代表的なコーディング

アプリとして「Textastic」「LiquidLogic」などがある．

これらはスニペットによる入力補助機能や FTP 機能な

どが備わっているが，一部機能が有料であること，また

先述した3つの言語を横断的にコーディングできないこ

とから今回は導入を見送った．「JS Anywhere」は FTP

機能やスニペット機能こそないものの，無料でインス

トールが可能であり，またシンタックスハイライトや

コーダの文字色・背景色を変更できるほか，タブを切り

替えることで HTML，CSS，JavaScript を横断的にコー

ディングできること，同一アプリ内でコーディング結果

をプレビュー表示できることから，受講生の作業環境構

築への負荷が少ないと判断し，授業への導入を決断した．

2.4 遠隔授業実施時の授業構成

　本学における遠隔授業実施時期（4/13～6/3）に実施

した第1回から第7回における授業内容を表3に，授業の

実施形態を図2に示す．遠隔授業実施決定以前に策定し

たシラバスをほぼ変更せず，「Web プログラミング」に

おいて例年実施してきた HTML によるマークアップの

基礎ならびに CSS による要素の装飾を扱った．また毎

表2　学生の PC 環境

自前
PC 有

共有
PC 有

PC なし その他 不明

1年生
（N=85）

37 31 15 2 10

2年生
（N=86）

51 23 11 1 11

3年生
（N=70）

41 16 13 0 4

4年生
（N=68）

46 9 12 1 4

全体
（N=309）

175 79 51 4 29

図1　JavaScript Anywhere の iPad 上での実行画面
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回の授業について，予定授業日の2日前までに授業資料

PDF と講義動画の YouTube への URL を WebClass にアッ

プロードし，事前に予習可能な体制を整えた．また当該

授業時間内においては YouTube のライブ配信機能を使

い，授業課題の発展的な内容解説やライブ配信ページ内

のチャット機能を併用し，受講生からの質問にリアルタ

イムで答えていく時間を設けた．受講生は上記オンデマ

ンド動画の視聴，ライブ配信の視聴を通し授業課題に取

り組む．授業課題の提出方法として，アプリ画面におけ

る各言語のコーディング画面，実行結果画面のスクリー

ンショットを撮影し，WebClass のレポート課題提出窓

口に画像を iPad 上からアップロードする形を採用した．

通常の授業課題であればコーディング済のファイルを提

出するのが一般的であるが，選定したアプリからファイ

ルのエクスポートができないこと，またコードのコピー・

ペースト作業による課題提出ではクリップボードへの貼

り忘れやコード内のインデント情報が失われ，コードの

可読性が著しく損なわれるため，上記スクリーンショッ

トでのレポート提出方法を定めた．図2内で説明してい

る動画の収録環境や制作方法，ライブ配信方法について

は，それぞれ2.5項，2.6項において述べる．

2.5 動画作成・配信方法

　授業資料の表示ならびに iPad画面の収録にはMacBook 

Pro を使用した．また講師映像の撮影には MacBook Pro

内蔵の FaceTime HD カメラを使用し，背景にグリーン

バックを配置することで，収録ソフト OBS 上で iPad 画

面や授業資料上に講師映像をクロマキー合成し，収録し

た．動画作成時の環境・配信場所の構成を図3に示す．
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WebClass 内での動画再生には HTML5の video タグが用

いられており，再生時のインタフェースが各ブラウザ

によって異なり，操作の指示に支障を来す可能性があっ

た．また YouTube 上での動画視聴やインタフェースに

普段から慣れ親しんでいる大学生にとって，講義動画を

YouTube 上で視聴可能にすることで受講負担の軽減が期

待された．これらを踏まえ，筆者個人の YouTube チャ

ンネルに再生リストを作成し，講義動画とライブ配信の

アーカイブを追加し，限定公開設定で配信した（図5）．

　講義動画 URL や講義資料，課題提出には WebClass

を用いて他授業と資料配信方法を揃え，受講生が混乱し

ないよう配慮した．

2.6 ライブ配信方法

　YouTube ライブ時の配信環境・設定を図6に示す．授

業で使用している iPad を Lightning-USB ケーブルで

MacBook Pro に接続し，作業環境を常時配信可能な状態

を構築した．また講師映像の撮影には MacBook Pro 内

蔵の Facetime HD カメラを使用し，背景にグリーンバッ

クを配置することで，配信ソフト OBS 上で iPad 画面に

講師映像をクロマキー合成し，送出した．

3. 遠隔授業の実施

　上述の講義動画ならびにライブ配信を組み合わせ，

2020年度前期「Web プログラミング」において遠隔授

業を実施した．当該授業は履修者が例年多いことから複

数コマでの開講が通例となっているが，本年度において

は水曜5限（履修者数55名）と金曜5限（履修者数32名）

に開講し，授業を実施した．

　遠隔授業実施中5回以上欠席（課題未提出）だった履

修者を除いた，実質の受講者数は水曜5限が46名，金曜5

限が29名であった（表5）．

　また，各回の課題提出（出席）状況は表6の通りである．

開講当初は HTML タグを数個使用した簡素な自己紹介
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モチベーションがあったこともあり提出率が高いと推察
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ない，他の授業課題が多い，身近に相談できる友人や知

人がいない，といった問題により，提出率は次第に低下
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授業内容の転換が視覚的にも聴覚的にも把握できるよう
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し，半数近くまで落ち込んでいる．

4. 講義動画の視聴行動と学習方法の調査

　本章においては，遠隔授業時において設計された講義

動画・ライブ配信（またそのアーカイブ映像）を受講生

がどのように視聴し，またどのように個人学習に活用し

ていたか，遠隔授業終了後に実施したアンケート結果か

ら分析・考察を進める．

4.1 アンケート調査

　8回目以降，本学においては対面授業実施が通達され，

「Web プログラミング」においても対面授業による実習

形態へと授業実施方法を変更させた．対面授業実施時に

おいて，受講生に遠隔授業に関するアンケートを実施し

た．アンケートは WebClass のアンケート機能を用いて

作成・実施し，実施前に受講者に対し遠隔授業受講時の

自身の受講方法や動画の視聴方法を思い返しつつ，授業

時間内に回答するよう指示を出した．授業運用の都合上，

水曜5限の受講生に関しては6月17日（水）の第9回目に

（一部学生は授業外に回答），金曜5限の受講生に関して

は6月19日（金）の第10回目に（一部学生は第11回目に

回答）アンケートの概要と回答方法を口頭で説明し，回

答を依頼した．アンケートの回答者数は水曜5限が45名

（履修者数比81.8%），金曜5限が17名（同53.1%），2コマ

合計での回答人数は62名であった．

4.2 結果

　質問1「毎回の講義動画／ライブ配信を主にどの端末

で視聴していましたか（複数回答可）」については，PC

が26名，iPad などタブレット端末が40名，スマートフォ

ンが14名となった（表7）．なお水曜5限，金曜5限で t 検

定による群間比較を行ったが，有意差は認められなかっ

た（p=0.24）．上記結果より，大学より無償配布された

iPad を利用した動画視聴をする受講者が多い一方，PC

やスマートフォンで講義動画・ライブ配信を視聴しつつ，

iPad を使い課題に取り組んでいる可能性が推察される．

　質問2「YouTube にアップロードされていた講義動画

の視聴形態について，主にどのように視聴していました

か」への回答は，「全体を飛ばさず，最後まで通常速度

で視聴した（以下：連続視聴）」が全体で27名と最も多

く，「全体を飛ばしながら，通常速度で視聴した（以下：

断続視聴）」が16名，「全体を飛ばさず，最後まで早送り

で視聴した（以下：高速視聴）」が13名という結果となっ

た（表8）．また，水曜5限，金曜5限で群間比較を行った

が，有意差は認められなかった（p=0.29）．傾向として，

水曜5限の受講者は多くに連続視聴，高速視聴が見られ

た一方で，金曜5限の受講者は半数以上が高速視聴で授

業動画を閲覧していた．

　設問3「講義動画の繰り返し視聴について，最も当て

表6　各授業回の課題提出状況（期限内提出者のみ）

課題 水曜5限（55名中） 金曜5限（32名中）

第1回 50（90.9%） 27（84.4%）

第2回 51（92.7%） 26（81.3%）

第3回 41（74.5%） 14（43.8%）

第4回 30（54.5%） 19（59.4%）

第5回 34（61.8%） 17（53.1%）

第6回 29（52.7%） 16（50.0%）

第7回 27（49.1%） 20（62.5%）

（カッコ内は履修者数に対する提出率）

表7　講義動画／ライブ配信の視聴端末（複数回答）

端末
水曜5限 

（N=44）
金曜5限 

（N=17）
合計 

（N=61）

PC
20

（45.5%）
6

（35.3%）
26

（42.6%）

iPad 等 
タブレット

28
（63.6%）

12
（70.6%）

40
（65.6%）

スマートフォン
9

（20.5%）
5

（29.4%）
14

（23.0%）

その他
0

（0.0%）
0

（0.0%）
0

（0.0%）

（N は回答数，カッコ内パーセンテージは回答数に占める割合）

表8　講義動画の主な視聴形態（単数選択）

視聴形態
水曜5限

（N=43）

金曜5限

（N=17）

合計

（N=60）

全体を飛ばさず，最後まで「通

常速度」で視聴した

24

（55.8%）

3

（17.6%）

27

（45.0%）

全体を飛ばさず，最後まで「早

送り」で視聴した

4

（9.3%）

9

（52.9%）

13

（21.7%）

全体を飛ばしながら，「通常速

度」で視聴した

12

（27.9%）

4

（23.5%）

16

（26.7%）

全体を飛ばしながら，「早送り」

で視聴した

2

（4.7%）

0

（0.0%）

2

（3.3%）

講義・解説部分を飛ばして，他の

部分を「通常速度」で視聴した

0

（0.0%）

0

（0.0%）

0

（0.0%）

講義・解説部分を飛ばして，他

の部分を「早送り」で視聴した

1

（2.3%）

0

（0.0%）

1

（1.7%）

手順の部分を飛ばして，他の部

分を「通常速度」で視聴した

0

（0.0%）

0

（0.0%）

0

（0.0%）

手順の部分を飛ばして，他の部

分を「早送り」で視聴した

0

（0.0%）

0

（0.0%）

0

（0.0%）

見ていないのでわからない
0

（0.0%）

1

（5.9%）

1

（1.7%）

（N は回答数，カッコ内パーセンテージは回答数に占める割合）
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はまるものを一つ選び，回答してください」については，

「いつも手順の部分を繰り返し視聴した」が24名，「いつ

も全体を通して繰り返し視聴した」が19名，「いつも講義・

解説部分を繰り返し視聴した」が16名となった（表9）．

このことから，主に受講者が課題遂行時に課題手順を解

説している箇所を複数回視聴し，個人学習に結びつけて

いた可能性がある．この傾向は金曜5限の受講者に多く

みられた．また，自由記述からは「わからないところや

時間のかかるところで一時停止できるのが便利だと思っ

た」「分からない部分だけ個人的に復習したり，自ら理

解してく形，また，自分のペースで学べるので，とても

ありがたかった」といった感想が得られた．通常の授業

では教員は授業進行を止めることが難しく，机間巡視に

よる個別指導に充てられる時間には限りがあるため，受

講生は自身の問題を時間内に解決できないケースも珍し

くないが，授業動画を自身のペースで視聴しながら課題

に取り組む環境を構築することで，自身の理解度に合わ

せた形での受講が可能になっていることが推察される．

　設問4「動画内容のわかりやすさについて，当てはま

るものを1つ選び，回答してください」については，全

体の平均が4.55（S.D.=0.56）となり，動画内容のわか

りやすさに対して肯定的な印象を抱いていることが明ら

かとなった（表10）．また自由記述からは「とても丁寧

に説明されていて，ありがたかったです」「ほかの講義

に比べてしっかりとした動画で編集もわかりやすく楽し

く web プログラミングが行うことができた」といった

ように，動画内容を適切に設計・編集することにより，

動画のわかりやすさ，ひいては受講へのモチベーション

向上に寄与したものと推察される．

　設問5「動画の音質はどうでしたか」に関しては，平

均が4.57（S.D.=0.67）となり，概ね肯定的な回答が得

られた（表11）．

　外部マイクを使用した動画収録を実施したこと，また

動画編集時にノーマライズを施したことから，動画自体

の音質や音量が適正であったこと，また受講者のネット

環境が整っていたことが要因だと考えられる．

　設問6「本来の授業時間中に実施したライブ配信は学

習を進める上で役に立ちましたか」については，全体で

「とても役に立った」が19名，「まあまあ役に立った」が

23名となった（表12）．またライブ配信を全く見ていな

いと答えた受講生が10人となった．自由記述からは「ラ

イブ配信では課題から発展した内容の講義を聞けて参考

になった．また，大学で教員と直接話すことができない

状況で YouTube Live のチャット機能を使用して交流が

できたことがとてもありがたかったし外との関わりが薄

くなる中で心の支えとなった」といったように，発展的

な内容の理解や，COVID-19による外出制限などによる

表9　講義動画の反復視聴に関する質問（単数選択）

反復視聴方法
水曜5限

（N=43）
金曜5限

（N=17）
合計

（N=60）

いつも全体を通して
繰り返し視聴した

16
（37.2%）

3
（17.6%）

19
（31.7%）

いつも講義・解説部分を
繰り返し視聴した

14
（32.6%）

2
（11.8%）

16
（26.7%）

いつも手順の部分を繰り
返し視聴した

13
（30.2%）

11
（64.7%）

24
（40.0%）

見ていないのでわからな
い

0
（0.0%）

1
（5.9%）

1
（1.7%）

（N は回答数，カッコ内パーセンテージは回答数に占める割合）

表10　動画のわかりやすさ（単数選択）

選択肢
水曜5限

（N=43）
金曜5限

（N=17）
合計

（N=60）

5. とてもわかりやすい
23

（53.5%）
12

（70.6%）
35

（58.3%）

4. ややわかりやすい
18

（41.9%）
5

（29.4%）
23

（38.3%）

3. どちらともいえない
2

（4.7%）
0

（0.0%）
2

（3.3%）

2. ややわかりにくい
0

（0.0%）
0

（0.0%）
0

（0.0%）

1. とてもわかりにくい
0

（0.0%）
0

（0.0%）
0

（0.0%）

平均 4.49 4.70 4.55
S.D. 0.59 0.47 0.56

（N は回答数，カッコ内パーセンテージは回答数に占める割合）

表11　動画の音質（単数選択）

選択肢
水曜5限

（N=43）
金曜5限

（N=17）
合計

（N=60）

5. とても聞き取りやすい
26

（60.5%）
14

（82.4%）
40

（66.7%）

4. やや聞き取りやすい
11

（25.6%）
3

（17.6%）
14

（23.3%）

3. どちらともいえない
6

（14.0%）
0

（0.0%）
6

（10.0%）

2. やや聞き取りにくい
0

（0.0%）
0

（0.0%）
0

（0.0%）

1. とても聞き取りにくい
0

（0.0%）
0

（0.0%）
0

（0.0%）

平均 4.47 4.82 4.57
S.D. 0.74 0.39 0.67

（N は回答数，カッコ内パーセンテージは回答数に占める割合）

プログラミング系授業におけるオンライン型反転授業の導入と実践

－ 11 －



外部との交流が希薄になる中でのコミュニケーションの

一手段として有用であったことが伺える．一方「ライブ

配信はどうしてもわからなかったときに利用しようと

思っていましたが，そこまで難しいものもなかったので

ライブ配信は活用しませんでした」 といった意見にもあ

るように，講義動画や PDF の授業資料のみで授業課題

が完結する形になっていたために，ライブ配信に対して

視聴の必要性を見いださなかった受講者も存在していた

ことから，授業設計を改善する必要性があるといえる．

4.3 考察

　先項のアンケート結果より，講義動画の視聴形態に関

しては「連続視聴」「断続視聴」「高速視聴」といった視

聴形態の多様性が明らかとなった．講義動画の視聴形態

については稲垣・佐藤7) や伏木田ほか8) においても成績

との関係性について検討比較が行われているが，長濱・

森田によれば映像コンテンツを1倍速，1.5倍速，2倍速

で視聴した場合，提示速度の相違は学習効果に影響を与

えないことが明らかとなっている9)．

　また同研究の質問紙調査では映像コンテンツを利用

した学習に適した提示速度として1.5倍速が最も支持さ

れ，2倍速に対する主観評価は肯定的ではないことが明

らかとなっている．この知見を踏まえると，本研究内に

おける講義動画提示プラットフォームとして選定した

YouTube の再生機能を活用し，学生が効率的な講義動画

視聴を試行していた可能性が示唆される．

　また WebClass 上における動画配信の場合，各ブラウ

ザのメディアコントローラーが優先されてしまうため，

倍速再生などの機能が使用できない．このことから，オ

ンライン型反転授業における動画配信における現状のプ

ラットフォームとして，再生速度が自由に設定できる

YouTube が適しているといえる．

　講義動画自体と高速視聴／断続視聴との関係性に関し

ては，早送りでの視聴，スキップしながらの視聴を想定

した講義動画作成が必要だといえる．例えば早送りでの

視聴時やスキップ後において，講師が何を話しているの

かを視覚的に補完する字幕や見出しの付加や，場面転

換の演出といった方法が考えられる．Mayer のマルチメ

ディア学習モデル10) によれば，長期記憶としての事前

知識と，マルチメディア教材の音（言語モデル）とイメー

ジ（画像モデル）を組み合わせることで学習者の学びに

結びつくとされている．また Mayer のマルチメディア

学習における8原則11) においては「学習者個人のペース

で学習できるようセグメント化して動画を提示したほう

が学習効果が高くなる」「事前知識を身に着けておくこ

とで教材学習時の認知的負荷が軽減される」といった教

材設計の指針が提示されており，これらは BERGMANN 

and SAMS が述べていた反転授業の構造である「15分程

度の講義動画」「事前に基礎的な知識を習得する」といっ

た特徴と親和性が高いと考えられる．

　このことから，オンライン型の反転授業における講義

動画の作成において，Mayer によるマルチメディア学習

モデル／学習原則が援用できる可能性があるといえる．

　また動画の反復視聴においては，学生が課題の遂行手

順や講義内容を繰り返し視聴し，内容を理解しようとす

る姿勢がみられた．通常の授業形態においては，教師が

説明した内容を再度視聴することは困難であるが，遠隔

授業によって学生の能動的な学習態度が喚起されたこと

は，遠隔授業実施のメリットといえる．

　ライブ配信を活用した発展的な内容説明については，

概ね肯定的な回答が得られたものの，授業課題に取り組

む上で視聴の必要性を見いださなかった学生もいたこと

から，ライブ配信において前回課題のフィードバックを

実施する，課題のヒントをリアルタイムに説明すると

いった内容の改善が必要であるほか，ライブ配信自体に

出席確認の仕組みを設けるなど，授業設計の観点からの

改善方法も考えられる．しかしながら，出席の確認方法

や授業の運営方法については，学生の混乱を避ける上で，

同時期に開講されている他の授業と実施方法について整

合性をもたせる必要があるため，慎重な検討を要する．

表12　ライブ配信の学習への有用性（単数選択）

選択肢
水曜5限

（N=43）
金曜5限

（N=17）
合計

（N=60）

5. とても役に立った
14

（32.6%）
5

（31.3%）
19

（32.2%）

4. まあまあ役に立った
18

（41.9%）
5

（31.3%）
23

（39.0%）

3. どちらともいえない
4

（9.3%）
3

（18.8%）
7

（11.9%）

2. あまり役に立たなかっ
た

0
（0.0%）

0
（0.0%）

0
（0.0%）

1. 役に立たなかった
0

（0.0%）
0

（0.0%）
0

（0.0%）

全く見ていないのでわか
らない

7
（16.3%）

3
（18.8%）

10
（16.9%）

平均 4.28 4.15 4.24
S.D. 0.66 0.80 0.69

（N は回答数，カッコ内パーセンテージは回答数に占める割合，平均

は未視聴者を除いた1から5までの選択肢の平均）
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5. まとめ

5.1 結論

　プログラミングを扱う講義科目「Web プログラミング」

において「オンデマンド型講義動画」と「リアルタイム

型ライブ配信」を組み合わせたオンライン型反転授業の

実践をおこなった．遠隔授業期間終了後，受講生へのア

ンケート調査より，講義動画の視聴形態として「連続視

聴」「断続視聴」「高速視聴」といった視聴形態の多様性

が明らかとなった．また講義動画に関しては肯定的な回

答が多く，繰り返し視聴可能であったことから，オンデ

マンド型動画配信によって，課題遂行のために手順部分

を繰り返し視聴し理解する，概念的な部分を理解するた

めに講義パートを繰り返し視聴する，といった学生の能

動的な学習態度が醸成されていた可能性が示唆された．

　さらに，発展的な授業内容を扱うリアルタイム型ライ

ブ配信においては，YouTube ライブのチャット欄を活用

した教員とのコミュニケーションや質疑応答によって，

授業理解の深化や受講生の課題解決の一助となっていた

側面がある一方で，事前の講義動画や PDF 資料のみで

授業課題が遂行できる授業設計となっていたために，ラ

イブ配信動画を視聴する意義を見いだせず，視聴しなかっ

た受講生も一定数存在していたことが明らかとなった．

　このことからプログラミングを扱うオンライン型反転

授業においては，講義動画で手順を丁寧に説明しつつ，

ライブ配信では講義動画や課題難易度を意識した発展的

な内容展開をおこなうことで，受講生とのインタラク

ションが生まれるような構成が求められるといえる．

5.2 課題と展望

　今回の授業実践は，COVID-19下における感染拡大防

止の観点から急遽オンライン授業として実施された内容

であったため，学生・教員双方において多大なる負荷が

かかっていたが，そのような中でも多くの受講生がオン

ラインでの授業期間において受講を継続できたことは特

筆に値する．また，今回の COVID-19から，感染症をは

じめとした災害によって，研究・教育機関に人が集い，

学習・研究活動を遂行する環境がいつでも失われうると

いう現実を私たちは突きつけられた．そのような中で，

LMS や講義動画，ライブ配信を複合的に活用した授業

形態は，今後教育の一形態，もしくは大学教育の標準形

態になりうる可能性を秘めている．

　2020年に入り，HyFlex 型授業と呼ばれる新しい授業

形態が注目されるようになってきた．HyFlex 型授業と

は，同一授業内において，対面でリアルタイムに受講す

る生徒，オンラインでリアルタイムに受講する生徒，オ

ンラインで非同期に受講する生徒が介在する授業形態の

ことであり12)，ブレンド型学習の一形態とされている13)．

　この HyFlex 型授業においては，教師はこれまでのリ

アルタイムでの対面授業実施以外に授業のリアルタイム

での動画配信，動画アーカイブのオンライン配信，授業

資料のオンライン配信が必要となるため，教師の負担を

軽減するか，現在進行系で研究が進んでいるが，今後リ

アルタイム・対面での授業実施がいつ不可能になるか定

かではない昨今の情勢において，このような多様な受講

形態を教育機関は担保しておく必要がある．

　今現在，大学に入学してきている年齢層は Z 世代と

呼ばれ，誕生時には既にインターネットが世界中に普及

し，日常生活において所与のものとしてスマートフォン

を活用し，日々情報の収集や発信，動画の編集・視聴を

おこなっている．「これからも動画やライブ配信での授

業があってもいいと思いました」や「授業資料以外に

YouTube もあることでとても分かりやすく授業を受ける

ことが可能だった」といったアンケートの自由記述にも

あるように，学生はオンラインの様々なサービスを活用

した形での授業にも柔軟に対応し，学びを深めているこ

とが読み取れる．

　今回の COVID-19下でのオンライン講義の受講を通

し，学生はたとえ時間通りに出席しなくとも，LMS 上

の授業資料や講義動画を参考にしつつ，また必要なこと

は適宜掲示板やメール，チャットで教員や他の受講生に

相談することで，学習が進められるという事実を理解し

はじめた．時間通りに大学に登校し，授業に「出席」し，

90分講義を聴講するだけの講義形態に疑問を持つ学生も

少なくない．学生の特性がデジタルネイティブへと変化

しつつある中で，学びの場を提供している大学も，これ

までの「リアルタイム・対面」のみに教育を提供する

機会を限定するのではなく，より柔軟に，学生の学習特

性や家庭環境などに合わせ，オンラインを活用して授業

や学習機会を提供することが，今後少子高齢化が加速す

る社会において各大学の存続に向けた取り組みの一つと

なってくるであろう．

　オンラインへの比重が高まる中で，教員の授業設計も

必然的に変更を迫られる．対面を「主」，オンラインを「従」

とするのではなく，「リアルタイム・対面」「リアルタイ

ム・オンライン」「非同期・オンライン」の三項が並立

する中で，いかに学習目標を定め，学習者の学びの質を

担保していくか，といった問いに教員は日々向き合って

いかなければならない．対面での学びとオンラインでの

プログラミング系授業におけるオンライン型反転授業の導入と実践
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学びを両立させるために，今回実践したオンライン型反

転授業の授業内容の改善を進め，対面においてもオンラ

インにおいても深い学びを実現する反転授業のあり方に

ついて，実践を通し研究を進めていきたい．
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